
中学校 千葉県 全国

国語Ａ ７６ ７６

国語Ｂ ６７ ６７

数学Ａ ▼６０　 ６２

数学Ｂ ▼４３　 ４４

公立学校の平均正答率（％）

小学校 千葉県 全国

国語Ａ ７３ ７３

国語Ｂ ５８ ５８

算数Ａ ▼７７　 ７８

算数Ｂ ４７ ４７

 
 
 
 
 
  

 

 

 

 平成２８年４月１９日（火）に，全国の小学校及び特別支援学校小学部の第６学年

の全児童，中学校及び特別支援学校中学部の第３学年の全生徒を対象に「全国学力・

学習状況調査」が実施されました。 

 千葉県の調査実施校は，公立小学校８０９校，公立中学校３８６校の合計１,１９５

校（特別支援学校を含む）です。 

 調査の内容は，国語と算数・数学の「教科に関する調査」と，児童生徒及び学校に

対する「生活習慣や学習環境等に関する調査」でした。 

 教科区分別調査結果については，右表のとおりです。本県は，概ね全国平均と同程

度ですが，小学校の算数Ａと中学校の数学Ａ，数学Ｂが全国平均を下回っています。 

     

 

 指導改善を効果的に進めるためには，調査結果の分析を詳細に行うこと，分析結果は，教育活動を改善するため

に調査対象学年・教科だけではなく，学校全体で活用することが重要です。 

 今年度，千葉県総合教育センターが提供している分析ツールが新しくなり，より扱いやすくなりました。「教科・

質問紙分析ツール」，「誤答分析ツール」，「クロス集計ツール」の３つを使って，国や県の平均正答率との比較，

各設問でどんなつまずき方をしているのか，自校の児童生徒の生活習慣・学習習慣と学力にどのような関係がある

か等，詳細な分析が可能ですので，ぜひ御活用ください。 

 

各教科区分に共通する課題 ◆記述式の正答率が低い　◆無解答率が高い

教科・質問紙調査 今　年　度　の　課　題

小　

学 

校

国　　　語
◆記述式（文章の構成や記述方法など複数の条件に応じて書く）
◆ローマ字を書く，読むこと

算　　　数 ◆数と計算（小数の減法，四則計算）　◆図形

児童質問紙 ◆算数への関心等　◆学習習慣

学校質問紙
◆個に応じた指導　◆学力向上に向けた取組・指導方法　　
◆家庭学習　◆小学校教育と中学校教育の連携
◆学力向上に向けた全国学力・学習状況調査の結果の活用

中　

学　

校

国　　　語 ◆漢字の書き

数　　　学 ◆関数　◆図形　◆資料の活用　◆記述式

生徒質問紙 ◆国語への関心等　◆総合的な学習の時間への関心等　◆学習習慣

学校質問紙
◆家庭学習　◆小学校教育と中学校教育の連携
◆学力向上に向けた全国学力・学習状況調査の結果の活用

分析結果報告書（平成２８年１２月千葉県総合教育センター）より

サクラ（大多喜町の木） 
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平成２８年度「全国学力・学習状況調査」の結果について 

本県の課題 

調査結果の詳細な分析を！ 



 

 

 

 

 

 

 

 千葉県では，道徳教育の充実を図るため，幼（認定こども園）・小・中・高等学校・特別支援学校が連携した道

徳教育の推進や県作成の道徳教育映像教材の活用を含めた研究を行い，その成果を普及することを目的に，この研

究会を開催しています。本年度からは，「心の教育推進キャンペーン」実施校を兼ねての開催となりました。「心

の教育推進キャンペーン」も同様に，各校における「道徳の時間」の充実に向け，授業公開を行い，その実践をま

とめ，実践事例の共有を図ることが目的とされています。 

学習指導要領の一部改訂により，小学校では平成３０年度から，中学校では平成３１年度から道徳が教科化され

ます。それに伴い，道徳教育は「考え，議論する道徳科」への質的転換が求められています。管内４校の公開研究

会では，県の映像教材をはじめ，さまざまな資料を活用し，問題解決的な学習や体験的な学習を取り入れ，道徳的

価値を児童生徒が自分自身との関わりの中で深めていくといった授業が展開されました。また，多くの先生方に参

観いただき，充実した研究会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉県教育委員会では，食に関する指導実践力の強化を図るために，「地域における食育指導推進事業」を実施し

ています。本事業は，東上総教育事務所管内の食に関する指導の推進役として，栄養教諭を食育指導推進委員に委

嘱し，授業研究と事後研究を通して，地域における指導者としての育成を目指すものです。そして，食育指導推進委

員の所属校を食育指導推進拠点校に２年間指定しています。 

今年度は大多喜町立大多喜小学校・東金市立鴇嶺小学校の２校で公開授業（下表の２学級）が行われ，地元小中

学校の管理職，教諭，養護教諭，栄養教諭，学校栄養職員等，多くの方々の参加がありました。 

 

  

授業では食育の視点を，食に関する指導目標（食事の重要性・心身の健康・食品を選択する能力・感謝の心・社

会性・食文化）からしっかりとおさえ，児童一人一人が自身の食生活を振り返りながら，活発な意見交換が行われ

ていました。                          

 研究協議会では授業についての感想や，各学校における日頃の取組などについて協議が行われ，有意義な研修・

情報交換の場となりました。 

 平成２９年度は，大網白里市立増穂北小学

校・長生村立高根小学校が公開予定です。 

 

 

 

【大多喜町立大多喜小学校】    【東金市立鴇嶺小学校】 

 教科・領域 学  級 題  材  名 授  業  者 

大多喜小学校 学級活動 ３年１組 おやつのとり方  藤平  健太 教諭  原  美里  栄養教諭 

鴇嶺小学校 学級活動 ３年１組 バランスの良い食事 布留川正己 教諭   小川 公子 栄養教諭 

「平成２８年度特色ある道徳教育推進校（兼 心の教育推進キャンペーン実施校）における公開研究会」 

 「平成２８・２９年度千葉県教育委員会食育指導推進拠点校授業公開」 
（大多喜町立大多喜小学校・東金市立鴇嶺小学校） 

11 月29 日（火） 

茂原市立西陵中学校 

11 月２２日（火） 

いすみ市立大原小学校 

11 月15 日（火） 

一宮町立東浪見小学校 

１０月６日（木）11 月８日（火） 

いすみ市立大原中学校 

東上総管内で実施された「公開研究会」 


